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当資料をご利用にあたっての注意事項等

●当資料はピクテ投信投資顧問株式会社が作成した資料であり、特定の商品の勧誘や売買の推奨等を目的としたものではなく、また特定の銘柄および市

場の推奨やその価格動向を示唆するものでもありません。●運用による損益は、すべて投資者の皆さまに帰属します。●当資料に記載された過去の実績

は、将来の成果等を示唆あるいは保証するものではありません。●当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全

性、使用目的への適合性を保証するものではありません。●当資料中に示された情報等は、作成日現在のものであり、事前の連絡なしに変更されることが

あります。●投資信託は預金等ではなく元本および利回りの保証はありません。●投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険機構・保険契約者保護

機構の保護の対象ではありません。●登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。●当資料に掲載されている

いかなる情報も、法務、会計、税務、経営、投資その他に係る助言を構成するものではありません。
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絶対収益型投資戦略とは

「絶対収益型」の意味は「絶対に収益をあげる」という意味ではなく、「相対」の反意語の「絶対」を使っている言葉で、「市場

のリターンに対する相対的なリターンではなく、絶対的なリターンを得ようとする」投資戦略を意味します。伝統的な資産の

買い持ちにより、伝統的資産のβによって投資のリターンの大部分が左右されるのではなく、予想が正しいこと、予想通り

になること、でリターンが得られるような取引を行います。

図表1：主なオルタナティブ投資の種類絶対収益型投資戦略とは

オルタナティブ投資の種類は、①非伝統的な資産への投資

と②絶対収益型投資戦略に分類することができると前回のレ

ポートでも説明しました。②絶対収益型投資戦略の例として

は、ロングショート戦略（マーケットニュートラル戦略）、アービ

トラージ戦略、イベントドリブン戦略、グローバルマクロ戦略、

などがあげられます。

「絶対収益型」の意味は「絶対に収益をあげる」という意味で

はなく、「相対」の反意語の「絶対」を使っている言葉で、「市

場のリターンに対する相対的なリターンではなく、絶対的なリ

ターンを得ようとする」投資戦略を意味します。伝統的な資産

の買い持ちにより、伝統的資産のβによって投資のリターン

の大部分が左右されるのではなく、予想が正しいこと、予想

通りになること、でリターンが得られるような取引を行います。

また、値動きの相関の高い銘柄同士のロングポジション（買

い／価格上昇することで儲かり、価格下落することで損をす

る）とショートポジション（売り／ 価格上昇することで損をし、

価格下落することで儲かる）を組み合わせることで、逆相関

の銘柄同士を組み合わせなくてもリスクを抑えたポートフォリ

オの構築が可能となります。一方で、リスク管理に失敗すれ

ば想定外の結果になる可能性もあります。また、銘柄同士や

資産間の相関や各銘柄のβ値は過去のデータを使って算

出したものであり、今後変わる可能性がある点に留意しなけ

ればなりません。
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ロングショート戦略

株式や債券などを買い持ちする「ロングポジション」（価格

上昇することで儲かり、価格下落することで損をする）だけ

ではなく、信用取引による空売りや先物取引の売り建て

「ショートポジション」（価格上昇することで損をし、価格下

落することで儲かる）を組み合わせることで、マーケット

（β）の方向性（上昇/下落）に関わらず利益を得ようとする

投資戦略です。買い（ロングポジション）の比率が高い戦

略はロングバイアス、売り（ショートポジション）の比率が高

い戦略をショートバイアス、買いと売りのβ量が同じ比率の

戦略をマーケットニュートラルと呼びます。

イベントドリブン戦略

イベントドリブン戦略とは、企業の合併・買収、インデックス

の組入れ銘柄の変更といったイベントが起こった際、その

イベントによって生まれる価格変化・価格調整によって収

益を得ようとする投資戦略です。例えば、他の企業に買収

される可能性がある企業の株式を購入することで、実際に

買収が起こった際に買収企業が既存の株主に支払う買収

プレミアムを利益として得たり、合併比率を予想して合併

比率と異なる価格差が収斂・調整することによって収益を

得ることなどに期待する取引が挙げられます。

アービトラージ戦略 グローバルマクロ戦略

アービトラージ戦略とは、基本的には同一の発行体の異な

る証券の価格差異に着目し、一物一価の原則通りに１つ

の価格に収斂することで利益が得られるようなポジションを

組む投資です。

例えば、2つの市場で取引される同一発行体の株式が片

方が割安で他方が割高だった場合、割高な銘柄をショート

にし、割安な銘柄をロングにし、期待通り割安な銘柄が値

上がりして割高な銘柄が値下がりすれば利益が得られ、反

対の結果となれば損をするという具合です。

あるいは、想定する「適正価格」からかい離した価格で取

引されているものが「適正価格」に調整されることに期待す

るパターンもあります。この戦略は、ゆがんだ価格は適正

な価格に調整されるはずである、一物二価はあり得ず１つ

の価格に向かって収斂していくはずである、という前提に

基づいています。

世界各国の株式・債券・為替・金利など様々な資産の買い

／売りを組み合わせてリターンを得る投資手法のことを指

します。例えば、A国の株式を買う一方で、B国の株式を空

売りし、予想通りにA国株が上昇してB国株が下落すること

で儲かり、予想に反してA国株が下落してB国株が上昇す

れば二重の大きな損失となる、という具合です。


